
　

ゾ
ウ
は
哺
乳
類
に
あ
っ

て
、
死
ぬ
ま
で
成
長
す
る
珍

し
い
存
在
と
い
う
。
巨
大
恐

竜
も
大
き
く
な
り
続
け
た
▼

で
は
人
間
は
。
高
齢
に
な
る

に
つ
れ
体
力
は
弱
ま
り
、
精

神
的
耐
力
も
減
少
し
て
い
く

の
が
常
だ
ろ
う
。
あ
る
意

味
、
成
長
し
続
け
る
ゾ
ウ
や

恐
竜
は
う
ら
や
ま
し
い
存
在

か
も
し
れ
な
い
▼
リ
タ
イ
ア

で
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
時

間
を
手
に
し
つ
つ
、「
こ
れ

か
ら
体
力
、
気
力
と
も
弱
く

な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
」

と
、
少
し
沈
ん
だ
気
分
に

な
っ
た
の
は
三
年
前
だ
。
以

来
、
気
を
強
く
持
ち
、
退
化

を
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
し
、
で

き
れ
ば
新
チ
ャ
レ
ン
ジ
も

︱
と
、
ひ
そ
か
に
思
っ
て
き

た
▼
体
力
は
ジ
ム
通
い
か

ら
。
相
変
わ
ら
ず
の
風
邪
ひ

き
で
、
今
の
と
こ
ろ
目
に
見

え
た
成
果
は
感
じ
な
い
。
あ

と
英
会
話
。
現
役
時
代
、
通

訳
な
し
で
外
国
が
ら
み
の
仕

事
が
で
き
な
か
っ
た
反
省
な

ど
が
背
景
に
あ
る
▼
週
二
時

間
、
可
能
な
限
り
教
室
に
通

う
。
ネ
ッ
ト
で
英
字
ニ
ュ
ー

ス
も
読
む
。
結
果
、
レ
ベ
ル

は
と
も
か
く
も
「
過
去
最
高

の
英
語
力
」
と
成
長
に
今
、

自
己
満
足
▼
自
分
の
小
さ
な

経
験
だ
が
、
こ
こ
は
大
き

く
「
人
は
死
ぬ
ま
で
成
長
す

る
」。
そ
う
思
い
つ
つ
、
こ

れ
か
ら
も
何
ら
か
の
成
長
の

糧
が
持
ち
続
け
ら
れ
れ
ば
最

高
だ
ろ
う
。�

（
松
本
忠
之
）

京都医療生協
理事長

山田　亮三

で
す
。

本
院
を
牽
引
車
に

五
診
療
所
連
携

　

中
野
眼
科
本
院
は
、
杉
山

院
長
・
中
村
副
院
長
・
宮
本

セ
ン
タ
ー
長
の
も
と
、
緑
内

障
専
門
診
療
・
白
内
障
日
帰

り
手
術
・
硝
子
体
内
注
射
を

中
心
に
、
神
経
眼
科
を
は
じ

め
一
般
診
療
が
一
段
と
強
化

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
四
月

か
ら
は
大
村
由
美
子
視
能
訓

練
士
部
長
が
就
任
し
、
検
査

部
門
が
飛
躍
的
に
充
実
し
ま

し
た
。
三
医
師
の
も
と
に
、

医
師
・
看
護
師
・
視
能
訓
練

士
・
事
務
職
が
協
力
し
、五
診

療
所
連
携
を
牽
引
し
ま
す
。

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ

診
療
を
大
切
に

　

中
野
眼
科
は
「
コ
ン
タ
ク

ト
レ
ン
ズ
処
方
は
医
療
」
の

立
場
で
、
開
始
以
来
六
十
年

間
に
わ
た
り
「
快
適
で
安
全

な
装
用
」
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ネ
ッ
ト
販
売
／
雑
貨

店
カ
ラ
ー
レ
ン
ズ
販
売
が
氾

濫
す
る
中
で
、
健
全
な
コ
ン

タ
ク
ト
レ
ン
ズ
装
用
を
守
る

り
使
用
で
き

る
よ
う
に

な
り
ま
し

た
。
我
が
国

で
開
発
さ
れ

た
、
世
界
初

の
Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｋ

阻
害
薬
点
眼

液
で
す
。
Ｒ

Ｏ
Ｃ
Ｋ
阻
害

薬
と
は
身
体

１
．
新
し
い
緑
内
障

点
眼
薬
の
臨
床
応
用

　

緑
内
障
に
対
す
る
、
新
し

い
点
眼
薬
が
昨
年
十
二
月
よ

　

わ
が
国
は
成
熟
期
に
至

り
、
一
方
で
は
人
口
が
減
少

し
つ
つ
、
他
方
で
は
百
壽
者

が
六
万
人
に
迫
る
と
い
う
長

寿
社
会
に
な
り
ま
し
た
。
京

都
医
療
生
協
と
い
う
公
器
が

府
市
民
に
深
く
根
を
張
り
、

中
野
眼
科
が
地
域
住
民
に
信

頼
さ
れ
る
大
樹
に
成
長
し
、

患
者
さ
ん
と
心
の
通
い
合
う

診
療
を
実
践
す
る
の
が
課
題

の
中
で
血
管
収
縮
な
ど
に
関

係
し
て
い
る
Ｒ
ｏ
ｈ
キ
ナ
ー

ゼ
と
い
う
酵
素
の
働
き
を
抑

え
る
薬
で
、
脳
や
心
臓
の
病

気
に
対
し
て
は
既
に
使
用
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
目

薬
は
従
来
の
薬
と
は
異
な
る

メ
カ
ニ
ズ
ム
で
眼
圧
を
下
げ

る
の
で
、
他
の
薬
と
の
併
用

に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
眼
圧
を

下
げ
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま

す
。
さ
ら
に
血
管
拡
張
作
用

が
あ
る
の
で
、
眼
循
環
を
改

善
さ
せ
る
こ
と
も
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

２
．
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
か
ら

視
神
経
細
胞
を
作
製

　

昨
年
秋
、
加
齢
黄
斑
変
性

の
患
者
さ
ん
に
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

を
移
植
す
る
、
世
界
初
の
臨

床
研
究
が
我
が
国
で
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
今

年
二
月
に
画
期
的
な
研
究
成

果
が
英
文
学
術
誌
に
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
国
立
成
育
医
療

研
究
セ
ン
タ
ー
の
東
範
行
氏

ら
が
、
ヒ
ト
由
来
ⅰ
Ｐ
Ｓ
細

胞
を
培
養
し
、
他
の
遺
伝
子

等
を
加
え
る
こ
と
な
く
、
視

神
経
細
胞
（
網
膜
神
経
節
細

胞
）
を
作
製
す
る
こ
と
に
世

眼
科
の
最
新
情
報

京
都
医
療
生
協
創
立
65
年
を
迎
え
て

　
中
野
眼
科
の
新
た
な
時
代
を
築
く
た
め
に

こ
と
が
使
命
で
す
。

京
都
駅
前
診
療
所
は

供
給
部
拡
充
へ

　

朝
日
会
館
診
療
所
は
、
一

昨
年
の
供
給
部
改
修
を
う
け

て
、
一
段
と
活
性
化
し
て
い

ま
す
。
四
条
分
院
は
一
般
眼

科
診
療
と
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン

ズ
診
療
が
定
着
し
て
い
ま

す
。
駅
前
診
療
所
は
長
年
に

わ
た
り
混
雑
し
て
き
ま
し
た

の
で
、
こ
の
六
月
か
ら
三
階

に
供
給
部
専
用
フ
ロ
ア
ー
を

開
設
し
ま
す
。

大
徳
寺
前
診
療
所
は

着
実
に

　

昨
年
六
月
に
新
規
開
設
し

た
大
徳
寺
前
診
療
所
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
に
次
第
に
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

長
嶋
院
長
の
親
し
み
や
す
い

診
察
と
明
る
い
職
員
の
接
遇

が
、最
新
の
医
療
機
器
の
利

用
と
相
ま
っ
て
、地
域
の
皆

　

中
野
眼
科
を
開
設
し
て
い

る
京
都
医
療
生
活
協
同
組
合

は
、
第
六
十
八
回
通
常
総
代

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
実

用
化
さ
れ
る
ま
で
に
は
ま
だ

多
く
の
基
礎
・
臨
床
研
究
が

必
要
で
す
が
、
今
後
の
発

展
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す
。（
緑
内
障
専
門
診
療
担

当
）

界
で
初
め
て

成
功
し
た
と

い
う
も
の
で

す
。
こ
れ
を

糸
口
に
、
緑

内
障
を
は
じ

め
と
す
る
視

神
経
の
病
気

に
対
し
て
、

直
接
的
な
治

療
が
可
能
に

■�

場
所　

近
畿
日
本
ツ
ー
リ

ス
ト
河
原
町
ビ
ル　

八
階

ホ
ー
ル

　

�（
場
所
が
昨
年
の
会
場
と

は
変
わ
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

■
内
容

　

①
二
〇
一
四
年
度
事
業
報

告
・
決
算
関
係
書
類
承
認
の

件
、
監
査
報
告

　

②
二
〇
一
五
年
度
事
業
計

画
・
予
算
決
定
の
件

　

③
役
員
報
酬
決
定
の
件

※
総
代
会
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
は
事
務
所
ま
で
。

　

☎
八
二
二
・
二
二
八
六
番

お
知
ら
せ

　

中
野
眼
科
京
都
駅
前
診

療
所
は
、
六
月
一
日（
月
）

か
ら
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ

供
給
部
を
診

療
所
下
の
三

階
へ
移
し
ま

す
。
診
療
時

間
に
つ
い
て

も
、
昼
休
み
時
間
が
設
け

ら
れ
、
月
曜
～
金
曜
の
午

後
一
時
～
二
時
は
休
診
と

な
り
ま
す
。

　

中
野
眼
科
四
条
分
院

は
、
九
月
よ
り
祝
日
は
休

診
と
な
り
ま
す
。

　

朝
日
会
館
診
療
所
と
京

都
駅
前
診
療
所
は
、
こ
れ

まもなく一周年を迎える中野眼科大徳寺前診療所
（北大路大宮西南角）

さ
ん
に
信
頼
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
協
同
を
基
調

に
、
変
革
の
気
概
を
忘
れ

会
を
次
の
通
り
開
き
ま
す
。

■
日
時　

六
月
十
三
日（
土
）

　

午
後
二
時
～
四
時

 

駅
前
診
療
所
を
拡
充

　

  

９
月 

四
条
分
院
は
祝
日
休
診

第
68
回
通
常
総
代
会

中
野
眼
科
医
院　

院
長

杉
山
　
哲
也

ト
ピ
ッ
ク
ス

ま
で
通
り
祝
日
も
診
療
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
野
眼
科
の
全

て
の
診
療
所

で
、
今
年
の

八
月
十
五
日

～
十
六
日
の

二
日
間
は
盆

休
の
た
め
休
診
と
な
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

ず
、
ゆ
る
ぎ
な
い
経
営
を
確

保
し
、
新
た
な
時
代
を
担
い

ま
す
。
患
者
さ
ん
、
組
合
員

の
皆
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

�

（
中
野
眼
科
名
誉
院
長
）
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わ
け
ぎ
の
ぬ
た�

（
２
人
分
）

〔
材
料
〕

わ
け
ぎ　

１
０
０
ｇ
程
度

ほ
た
る
い
か
（
加
熱
済
み
の

も
の
）
10
匹
前
後

白
味
噌　

大
さ
じ
す
り
切
１

杯　

味
醂
少
々

純
米
酢　

大
さ
じ
１
杯　

練

り
芥
子
少
々

〔
作
り
方
〕

イ　

わ
け
ぎ
の
ひ
げ
根
は
切

り
落
と
す
。
洗
っ
て
水
気
を

切
り
、
熱
湯
に
塩
ひ
と
つ
ま

み
入
れ
た
中
に
、
白
根
の
方

か
ら
先
に
入
れ
て
、
煮
立
っ

て
き
た
ら
青
い
と
こ
ろ
も
全

部
入
れ
る
。
１
～
２
分
弱

（
好
み
の
か
た
さ
）
湯
が
い

て
ザ
ル
に
あ
げ
、
冷
水
を
か

け
て
、
冷
ま
す
。
き
れ
い
に

揃
え
て
水
気
を
軽
く
絞
る
。

白
根
の
太
い
も
の
は
、
半
分

に
切
れ
め
を
入
れ
て
、
３
cm

長
さ
に
切
る
。

ハ　

白
味
噌
、
酢
、
練
芥

子
、
味
醂
を
溶
き
混
ぜ
る
。

ニ　

ほ
た
る
い
か
の
目
の
か

た
い
と
こ
ろ
を
取
り
除
く
。

ホ　

器
に
わ
け
ぎ
と
ほ
た
る

い
か
を
盛
り
合
わ
せ
て
、
㋩

を
彩
り
よ
く
上
に
か
け
る
。

　

白
味
噌
が
な
い
時
は
、
手

持
味
噌
に
甘
み
を
加
え
る
。

※
青
ね
ぎ
や
葉
玉
ね
ぎ
の
出

始
め
の
も
の
も
同
様
に
使
え

ま
す
。
ほ
た
る
い
か
以
外

に
、
イ
カ
、
油
揚
げ
と
合
わ

せ
る
の
も
よ
し
で
す
。

�

（
あ
ざ
み
班
・
田
寺
慈
子
）

　

テ
レ
ビ
の
長
寿
時
代

劇
シ
リ
ー
ズ
『
水
戸
黄

門
』
が
終
わ
っ
て
三
年
余

り
。
当
時
は
「
時
代
劇
の

者
が
い
な
く

な
っ
た
俳
優

陣
、
撮
影
所

の
不
振
に
よ

映
画
か
ら
始
ま
り
、
主
戦

場
は
急
速
に
普
及
し
た

テ
レ
ビ
に
移
っ
て
い
っ

た
。
九
〇
年
代
初
め
に
は

各
局
と
も
テ
レ
ビ
時
代
劇

が
大
き
な
比
重
を
占
め
て

い
た
が
、
九
〇
年
代
後
半

に
な
る
と
時
代
劇
が
各
局

の
「
お
荷
物
」
に
な
っ
て

場
す
る
パ
タ
ー
ン
化
を
徹

底
し
て
視
聴
者
の
安
心
感

に
訴
え
た
が
、
そ
の
成
功

が
逆
に
テ
レ
ビ
時
代
劇
全

体
の
足
を
引
っ
張
る
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

ほ
か
に
時
代
劇
の
メ
ッ

カ
と
言
わ
れ
た
京
都
の
現

状
、
時
代
劇
の
や
れ
る
役

後
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。

な
ぜ
、
時
代
劇
は
廃
れ
て

し
ま
っ
た
の
か
。
時
代
劇

に
強
い
愛
着
を
持
つ
時
代

劇
・
映
画
史
研
究
家
の
春

日
太
一
氏
が
分
析
し
て
い

る
。

　

時
代
劇
の
凋
落
は
ま
ず

い
っ
た
。
そ
ん
な
な
か
で

『
水
戸
黄
門
』
だ
け
が
長

寿
を
続
け
た
が
、
こ
れ
に

は
ス
ポ
ン
サ
ー
や
制
作
側

の
特
別
な
事
情
が
あ
っ
て

の
こ
と
だ
っ
た
。

　
『
水
戸
黄
門
』
は
同
じ

時
間
に
同
じ
シ
ー
ン
が
登

る
監
督
や
ス
タ
ッ
フ
育
成

シ
ス
テ
ム
の
崩
壊
な
ど
状

況
は
悪
く
な
る
ば
か
り
。

撮
影
が
フ
ィ
ル
ム
か
ら
デ

ジ
タ
ル
に
変
わ
っ
た
こ

と
も
影
響
し
て
い
る
と
い

う
。
新
潮
新
書
、
七
二
〇

円
＋
税
。�

（
亀
井　

励
）

危
機
」
が
盛

ん
に
議
論
さ

れ
た
が
、
事

態
は
そ
れ
以

『
な
ぜ
時
代
劇
は

滅
び
る
の
か
』

　

二
月
二
十
日
（
金
）
の
総
代
選
挙
で
当
選
し
た
百
名
の
総
代
を
紹
介
し
ま
す
。
任
期

は
二
年
間
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

相　

羽　

恵　

子

赤　

染　

益　

輝

秋　

津　

千
鶴
子

芥　

川　

紀　

子

朝　

日　

啓　

子

伊　

藤　

訓　

子

伊　

藤　

光　

子

稲　

村　
　
　

守

猪　

坂　

眞　

和

居　

林　

左
由
利

今　

村　

絹　

代

上　

木　

紀　

介

右　

近　

裕　

子

近　

江　

喜
久
子

大　

野　

奈
穂
美

小　

川　

厚　

子

小　

澤　

幸　

代

岡　

本　
　
　

康

奥　

田　

美
千
留

笠　

岡　

英　

次

加　

藤　

悦　

子

金　

中　

明　

美

金　

平　

恵
美
子

河　

合　

郁　

代

河　

崎　

菜　

緒

川　

上　

慶
次
郎

川
久
保　

雄
二
郎

窪　
　
　

朝　

香

小
坂
部　

ア　

イ

小　

山　

い
さ
代

高　

乗　

昌　

人

近　

藤　

順　

子

酒　

向　

直　

之

坂　
　
　

和　

子

坂　
　
　

博　

子

坂　

口　

正　

義

佐
々
木　

勉　

美

佐
々
木　

通　

子

笹　

村　

清　

次

清　

水　

文　

夫

白　

井　

淳　

一

杉　

江　

静　

子

鈴　

木　

久
美
子

鈴　

木　

利　

夫

須　

山　

義　

廣

田　

寺　

慈　

子

田　

沼　

文　

江

高　

田　

恵　

子

高　

屋　

恵　

子

多　

田　

幸　

子

玉　

山　

優　

美

辻　
　
　

洋　

子

堤　
　
　
　
　

清

壷　

本　
　
　

薫

寺　

本　

勝　

代

堂　

下　

新　

子

豊　

田　

眞　

平

中　

尾　

誠　

吾

中　

川　

み
を
こ

中　

野　

圭　

子

中　

林　

明　

美

永　

井　

修　

治

長　

浜　

喜
美
子

西　

川　

壽　

一

野　

村　

幸　

一

羽
田
野　

悦　

子

畠　

山　

た
か
ね

早　

田　

ち　

さ

原　
　
　

龍　

治

東　

川　

絹　

子

東　

山　

有　

香

廣　

瀬　

伸　

彦

深　

町　

咲　

江

藤　

島　

栄
見
子

藤　

原　

美
砂
子

藤　

本　

靖　

子

堀　

田　

芳　

孝

夲　

田　

日
出
子

松　

田　

貴　

弘

松　

本　

昌　

樹

松　

本　

ち
づ
る

宮　

木　

千
代
子

村　

岡　
　
　

穆

村　

上　

千
代
江

望　

月　

佳
津
子

森　
　
　

育　

子

森　
　
　

房　

枝

森　

谷　

省　

子

役　

川　

忠　

子

保　

田　

寿　

子

山　

内　

美　

雪

山　

田　

勝　

仁

山　

本　

美
栄
子

山　

本　

亮　

介

吉　

川　

美
重
子

米　

田　

千
賀
子

和　

田　

喜
久
枝

若　

原　

久　

子

渡　

辺　

順　

一

渡　

邊　

弓　

子

二
〇
一
五
年
度
の
総
代
当
選
者
で
す
（�

）

敬
称
略
・

五
十
音
順

人
形
を
使
っ
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
扱
い
を
学
ぶ
参
加
者

　

京
都
医
療
生
協
・
中
野
眼

科
は
、
医
療
安
全
な
ど
で
職

員
研
修
会
を
二
月
十
四
日

（
土
）
夜
、
京
都
ア
ス
ニ
ー

で
開
き
、
看
護
師
や
事
務
職

員
な
ど
五
十
九
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
扱
い
に
つ
い
て
奥
田
美

千
留
看
護
師
長
か
ら
人
形
を

使
っ
た
実
演
が
あ
り
、
扱
い

の
基
本
を
学
び
ま
し
た
。

　

山
田
亮
三
理
事
長
か
ら
は

医
療
安
全
に
つ
い
て
の
話
を

聞
き
ま
し
た
。
は
じ
め
に
感

染
症
対
策
の
話
を
聞
き
ま
し

た
。
続
い
て
『
平
成
二
十
七

年
度
版
医
療
安
全
の
た
め
の

手
引
き
』
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
二
〇
一

四
年
一
月
か
ら
二
〇
一
五
年

二
月
ま
で
に
報
告
の
あ
っ
た

「
イ
ン
シ
デ
ン
ト
・
ア
ク
シ

デ
ン
ト
」
の
件
数
は
一
三
七

件
で
し
た
。
こ
れ
は
患
者
一

〇
二
三
人
に
一
件
の
割
合
に

な
り
ま
す
。

　

事
例
報
告
一
三
七
件
の
う

ち
九
十
二
件
（
六
七
％
）
は

受
付
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

内
容
は
例
年
と
変
わ
ら
ず
コ

ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
手
交
間

違
い
が
七
十
五
件
で
過
半
数

を
占
め
て
い
ま
す
。
薬
の
渡

し
間
違
え
は
十
六
件
で
昨
年

の
十
九
件
よ
り
減
少
し
ま
し

た
。
患
者
さ
ん
の
取
り
違
え

は
、
昨
年
に
引
き
続
き
今
年

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

山
田
理
事
長
は
、「
事
例
」

が
発
生
し
た
場
合
は
全
職
員

が
共
有
す
る
こ
と
、「
医
療

安
全
の
た
め
の
五
つ
の
重
点

目
標
」
を
引
き
続
き
徹
底
す

る
こ
と
が
大
切
な
こ
と
を
強

調
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
昨
年
十
月
に
実

施
さ
れ
た
「
患
者
満
足
度
ア

ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果
が
報
告

　

政
府
は
、
来
年
度
よ
り

「
患
者
申
し
出
療
養
」
を

実
施
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
「
混
合
診

療
」
と
言
わ
れ
る
も
の
の

解
禁
で
す
。

　

診
療
に
は
、

公
的
な
健
康
保

険
が
き
く
保
険

診
療
と
、
先
端

医
療
な
ど
の
保

険
の
き
か
な
い
保
険
外
診

療
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
保

険
診
療
と
保
険
外
診
療
を

併
用
す
る
こ
と
を
「
混
合

診
療
」と
い
い
、現
在
は
原

則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

混
合
診
療
に
よ
っ
て
、
抗

が
ん
剤
な
ど
の
未
承
認
薬
が

使
い
や
す
く
な
り
患
者
の
た

め
に
な
る
と
の
報
道
も
あ
り

ま
す
が
、
保
険
外
の
高
額
な

薬
代
は
自
己
負
担
で
す
。
こ

の
分
野
を
担
う
の
が
民
間
保

険
会
社
で
、「
成
長
戦
略
の

市
場
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

混
合
診
療
が
実
施
さ
れ
る

と
、
安
全
性
が
不
確
か
な
治

療
が
横
行
す
る
危
険
性
が

あ
り
ま
す
。
新
し
い
医
療

技
術
が
保
険
適
用
さ
れ
な

い
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
だ

け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
保

険
適
用
だ
っ
た
当
た
り
前

の
医
療
が
費
用

対
効
果
が
低
い

と
保
険
か
ら
外

さ
れ
る
計
画
も

出
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

国
民
の
願
い
は
、
混

合
診
療
の
解
禁
で
な
く
、

「
保
険
で
最
良
の
医
療
」

を
受
け
る
こ
と
で
す
。

�

（
Ｈ
・
Ｔ
）

　

戦
後
七
十
年
を
迎
え
る
の

に
合
わ
せ
て
、
絵
本
冊
子

『「
赤
紙
」
っ
て
、
な
に
？
』

（
Ａ
５
、
三
十
一
頁
）
が
出

版
さ
れ
ま
し
た
。
副
題
は

「
中
野
信
夫
の
回
想
、
イ
ン

パ
ー
ル
作
戦
」。

　

こ
れ
は
、
中
野
眼
科
創
立

者
で
あ
る
中
野
信
夫
先
生
の

長
女
・
中
野
圭
子
さ
ん
が
、

チ
と
と
も
に
、
農
村
地
帯
を

ゆ
く
の
ど
か
な
牛
車
や
村
の

正
月
踊
り
な
ど
三
十
一
枚
の

ス
ケ
ッ
チ
に
よ
っ
て
、
あ
り

の
ま
ま
の
戦
争
が
再
現
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
「
赤
紙
」
と
呼
ば
れ
た
兵

隊
を
集
め
る
召
集
令
状
の
写

真
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

圭
子
さ
ん
は
、
あ
と
が
き

の
中
で
、
父
は
「
戦
争
は

ぜ
っ
た
い
し
た
ら
あ
か
ん
」

と
言
い
つ
づ
け
た
。「
戦
争

を
し
な
い
国
で
い
る
た
め

に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
？
」、
こ
の
絵
本
を
と
き

ど
き
思
い
出
し
て
、
考
え
て

も
ら
え
る
と
と
て
も
う
れ
し

い
で
す
、
と
記
し
て
い
ま

す
。

　

発
行
所
＝
ほ
む
ぎ
出
版
、

頒
価
＝
三
百
円
（
税
込
）

さ
れ
、
そ
の
結
果
を
患
者
満

足
度
の
向
上
と
事
業
の
質
改

善
に
役
立
て
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

軍
医
と
し
て
第
二
次
世

界
大
戦
に
参
加
し
た
中

野
先
生
の
ス
ケ
ッ
チ
画

を
使
い
、
戦
争
を
知
ら

な
い
若
い
世
代
に
読
ん

で
ほ
し
い
と
作
っ
た
も

の
。

　

豪
雨
の
ジ
ャ
ン
グ
ル

で
木
に
も
た
れ
て
死
を

待
つ
兵
士
や
兵
士
の
屍

を
つ
い
ば
む
コ
ン
ド
ル

な
ど
の
凄
惨
な
ス
ケ
ッ

 

『「
赤
紙
」っ
て
、

       

な
に
？
』

ＡＥＤの扱いを学ぶ

医療安全で研修会開く

絵本冊子
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つ　 く 　る 　健 　康

４
月
の
献
立

七
十
五
歳
以
上
の
医
療
費
窓
口
負
担
ゼ
ロ
の
東
京
都
日
の
出
町
は
、
今
年
二
月
か

ら
七
十
歳
以
上
の
医
療
費
助
成
制
度
を
開
始
、
二
千
円
を
超
え
る
分
を
償
還
し
ま
す
。

保
険
で
良
い
医
療
を

「
混
合
診
療
」
の
解
禁

皆
保
険
の
土
台
を
壊
す


